
 調べてみますと、全国の医師国民健康保険組合

でこの給付を行っている府県は東京都、兵庫県、

石川県、新潟県など５県のみであり、兵庫県、そ

の他の府県も今年で廃止決定ときいております。

この制度を存続することに対し、医師国保は富裕

組合との判断材料の一つにされる懸念があること

から、また全協の指示もありましたことから、今

般当該給付の廃止を提案いたします。 

 廃止の時期ですが、被保険者証の裏面の注意書

きに自己負担がない旨、記載されておりますので、

混乱を避けるために、被保険者証の更新時期にあ

わせることとし、来たる10月31日で、この給付を

終わりたいと考えております。 

 以上、組合規約の一部改正についてご説明させ

ていただきました。宜しくご審議の上、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。 

 

（武田議長） 

 ただいまの説明に関し、ご発言の方はございま

せんか。 

 

【発言なし】 

 

 ご発言が無いようですので、採決を行います。

第４号議案にご賛成の方は、挙手願います。 

 

【挙手多数】 

 

 ほぼ全員挙手。第４号議案は、可決決定されま

した。 

 

１．閉 会 

（武田議長） 

 以上をもちまして、本日の案件は全て終了いた

しました。最後に、理事長より閉会のご挨拶をお

願いいたします。 

 

（伯井理事長） 

 本日提出いたしました議案は、すべてご承認を

賜り誠にありがとうございました。 

 国は、財政が厳しくなるなか、国保組合への補

助金を少しでも多くカットしようとしています。

特に、医師国保は富裕組合と考えられており、補

助金をゼロにするという仕分けがなされ、これが

国会を通れば、国保組合の財政は大変なこととな

り、パンクする可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 75歳以上の後期高齢者の方や市町村国保に加入

された先生方の中には、保険料が限度額に届くよ

うな保険料負担を強いられている先生も多いとお

聞きしていますが、医師国保の場合、この点にお

いてはまだ恵まれているところであります。 

 しかし、医師国保においても前の組合会でご承

認していただいた通り、保険料を値上げしました

が、今後も毎年値上げをしないと、赤字が続いて

黒字にならないというような状況にあります。こ

こ何年間は値上げをしなければならないと思いま

すが、よろしくご理解のほどお願い申し上げます。 

 今後とも組合の安定運営のため、役員一同、全

力を尽くす所存でございますので、先生方の一層

のご協力、ご支援をお願い申し上げまして、閉会

の挨拶とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

 

（武田議長） 

 それでは、これにて本日の第１回通常組合会を

閉会といたします。長時間にわたり、ご協力をい

ただき、誠にありがとうございました。 

 

 

平成23年７月28日（木） 午後２時56分 閉会 

 

    議    長  武 田 吉 弘  ㊞ 

 

    議事録署名人  辻   勝 弘  ㊞ 

 

    議事録署名人  藤 原 一 朗  ㊞ 
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